
９月１日は防災の日

再生への挑戦
　 年３月 日に発生した東日本大震災から間もなく半年。

行方不明者の捜索、原子力発電所事故、風評被害、節電という

困難な状況が続く中、被災者をはじめ、政府、自治体などが、

それぞれの立場でこの難題の解決にアプローチしている。被災

地では通信、交通、ライフラインなどの回復や、生産拠点の復

旧が進展。産業界の再生への挑戦が続いている。

つ
な
ぐ
使
命
を
胸
に

応
急
か
ら
本
格
復
旧
へ

　

　

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
か
ら

半
径
約

地

点
に
あ
る
磐
城

富
岡
ビ
ル
の
復

旧
作
業

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本

通
信
サ
ー
ビ
ス

　
つ
な
ぐ
と
い
う
使
命
を

持
ち
、
社
会
的
に
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
が
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
。
そ

の
一
つ
が
通
信
サ
ー
ビ
ス

だ
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
ピ
ー
ク

時
で
３
８
５
の
通
信
ビ
ル
が

機
能
を
停
止
し
、
約
１
５
０

万
契
約
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

を
は
じ
め
と
す
る
グ
ル
ー
プ

会
社
や
、
資
本
関
係
の
な
い

通
信
建
設
会
社
な
ど
か
ら
支

援
を
受
け
、
最
多
時
６
５
０

０
人
に
及
ぶ
体
制
で
対
応
。

復
旧
活
動
や
商
用
電
源
の
回

復
に
よ
っ
て
、
通
信
ビ
ル
の

機
能
は
原
子
力
発
電
所
エ
リ

ア

警
戒
区
域

の
３
ビ

ル
、
宮
城
県
の
島
嶼
部

島

し
ょ
ぶ

と
う

外
避
難
地
域

の
２
ビ
ル
を

除
き
、
再
開
し
た
。
通
信
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
状

況
は
、
約
１
万
４
０
０
０
契

約
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
こ
う
し

た
応
急
復
旧
を
経
て
、
現

在
、
本
格
復
旧
に
向
け
て
外

壁
や
窓
の
修
復
な
ど
通
信
ビ

ル
の
整
備
と
、
中
継
伝
送
路

の
２
ル
ー
ト
確
保
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
だ
。
今
後
は
設
備

を
震
災
前
の
信
頼
性
レ
ベ
ル

に
復
旧
さ
せ
る
と
と
も
に
、

被
災
地
復
旧
に
合
わ
せ
、
今

後
拡
大
す
る
生
活
圏
の
需
要

に
対
応
す
る
な
ど
、
安
定
し

た
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
。

港
湾
施
設

　
荷
物
を
つ
な
ぐ
港
湾
施

設
。
こ
の
う
ち
東
北
地
方
の

拠
点
港
で
あ
る
仙
台
塩
釜
港

で
は
、
主
な
応
急
復
旧
工
事

が
ほ
ぼ
終
了
。
自
動
車
運
搬

船
や
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
航
路

の
再
開
、
高
砂
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
業
務
再
開
な

ど
、
物
流
機
能
が
着
実
に
回

復
し
て
い
る
。
国
や
宮
城

県
、
港
湾
所
在
市
・
町
、
港

湾
利
用
者
か
ら
な
る
仙
台
塩

釜
港
復
興
会
議
は
、

年
８

月
８
日
に
仙
台
塩
釜
港
の
復

旧
・
復
興
方
針
を
策
定
し
、

年
度
内
に
完
全
復
旧
を
目

指
す
こ
と
を
示
し
た
。

　
仙
台
塩
釜
港
は
仙
台
港
区

と
塩
釜
港
区
で
構
成
。
東
北

唯
一
の
国
際
拠
点
港
湾
と
し

て
、
国
際
物
流
や
完
成
自
動

車
輸
送
、
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る

国
内
流
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
今
回
の
震

災
で
損
傷
が
軽
微
で
あ
っ
た

企
業
や
工
場
も
、
仙
台
塩
釜

港
の
被
災
に
よ
っ
て
京
浜
港

な
ど
へ
の
陸
上
輸
送
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
輸

送
コ
ス
ト
が
増

加
し
、
地
域
経

済
へ
の
悪
影
響

が
発
生
。
こ
の

た
め
北
米
航
路

な
ど
の
国
際
海

上
コ
ン
テ
ナ
航

路
の
早
期
再
開
が
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
主
に
国
際

海
上
コ
ン
テ
ナ
船
が
利
用
す

る
仙
台
港
区
の
港
湾
施
設

高
砂
２
号
に
つ
い
て
は
、

時
間
３
交
代
体
制
で
工
事

を
進
め
、
ま
ず

年

月
中

に
全
岸
壁
延
長
３
３
０

の

う
ち
１
８
０

を
復
旧
さ
せ

る
方
針
。
こ
れ
に
よ
っ
て
荷

役
作
業
の
制
限
は
あ
る
も
の

の
、
北
米
航
路
の
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
が
就
航
可
能
と
な

る
。

　
震
災
の
復
旧
で
は
業
界
関

係
者
が
結
束
し
て
取
り
組
ん

だ
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

都
市
ガ
ス

　
都
市
ガ
ス
の
復
旧
で
は
、

日
本
ガ
ス
協
会
と
、
同
協
会

会
員
で
全
国

の
ガ
ス
事
業

者
が
５
月
中
旬
ま
で
、
供
給

再
開
に
向
け
た
作
業
に
携
わ

っ
た
。
青
森
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
、
茨
城
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
の
８
県
に
お

い
て
、
供
給
停
止
戸
数
の
う

ち
地
震
・
津
波
に
よ
る
家
屋

倒
壊
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
戸

数
を
除
く

万
強
の
戸
数
を

復
旧
。
さ
ら
に
道
路
上
の
が

れ
き
の
撤
去
な
ど
が
進
み
、

ガ
ス
供
給
が
可
能
と
な
っ
た

宮
城
県
石
巻
市
内
の
３
０
０

０
戸
強
の
供
給
再
開
を
支
援

し
た
。
現
在
は
各
事
業
者
が

各
地
域
の
街
区
の
整
備
進し

ん

捗
に
応
じ
て
個
別
に
対
応

ち
ょ
く

し
て
い
る
。

鉄
　
　
道

　
新
幹
線
、
在
来
線
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
復
旧
の
過
程
で
も
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
協
力
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
１
９
９
５

年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
の
際
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
助
け
を
得
た
。
「
そ
の
恩

を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
」

佐
々
木
隆
之
Ｊ
Ｒ
西
日
本

社
長

と
し
、
今
回
の
震
災

で
は
可
能
な
限
り
の
支
援
を

行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
電
気
関
係

子
会
社
で
あ
る
西
日
本
電
気

シ
ス
テ
ム
の
社
員
約

人
が

年
３
月
末
か
ら
東
北
新
幹

線
復
旧
の
た
め
に
、
架
線
の

敷
設
作
業
な
ど
に
参
加
。
４

月

日
の
試
運
転
を
見
届
け

て
大
阪
に
戻
っ
た
。

車
両
部
品

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
東

日
本
大
震
災
で
思
い
も
し
な

い
影
響
を
受
け
た
。
車
両
部

品
の
欠
品
で
４
月
上
旬
の
数

日
間
、
間
引
き
運
転
に
追
い

込
ま
れ
た
。

　
列
車
の
運
転
に
必
要
不
可

欠
な
部
品
の
一
部
で
あ
る
直

流
電
動
機
ブ
ラ
シ

カ
ー
ボ

ン
ブ
ラ
シ

を
製
造
し
て
い

る
日
立
化
成
工
業
が
被
災

し
、
生
産
設
備
が
損
壊
し
た

こ
と
か
ら
今
後
納
入
が
困
難

で
あ
る
と
の
連
絡
を
受
け

た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
は
直
流

モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
る
た

め
に
整
流
子
に
電
気
を
流
す

モ
ー
タ
ー
部
品
の
一
種
で
、

消
耗
品
。

　
設
備
回
復
後
も
計
画
停
電

下
に
お
い
て
は
カ
ー
ボ
ン
ブ

ラ
シ
の
生
産
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

長
期
に
わ
た
っ
て
部
品
の
調

達
が
で
き
な
い
と
い
う
最
悪

の
事
態
を
想
定
。
他
メ
ー
カ

ー
や
海
外
製
品
の
代
用
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
検
討
し

た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
を
使

わ
な
い
車
両
と
他
メ
ー
カ
ー

か
ら
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
の
供

給
を
受
け
て
い
る
車
両
の
運

行
も
考
え
た
が
、
そ
れ
で
も

輸
送
量
を
確
保
で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ

シ
交
換
の
検
査
頻
度
を
高

め
、
可
能
な
限
り
カ
ー
ボ
ン

ブ
ラ
シ
を
使
う
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
廃
車
車
両
の
カ

ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
の
再
利
用
や

支
社
間
の
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

備
蓄
量
の
調
整
を
図
っ
た
。

そ
し
て
、
間
引
き
運
転
に
よ

る
同
部
品
在
庫
の
延
命
を
図

っ
た
。

　
日
立
化
成
工
業
は
鉄
道
車

両
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
カ

ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
の
供
給
量
シ

ェ
ア
が
、
国
内
で
半
分
近
く

あ
る
と
み
て
い
る
。
そ
こ
で

供
給
責
任
を
果
た
す
た
め
、

同
業
他
社
に
作
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
、
炭
素
製
品
を
製
造

す
る
企
業
で
組
織
す
る
団
体

の
炭
素
協
会
に
相
談
。
同
協

会
は
加
盟
各
社
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
同
社
が
不
測
の
事

態
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
を

設
け
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

同
業
他
社
の
数
社
が
カ
ー
ボ

ン
ブ
ラ
シ
の
受
託
加
工
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
運
転
は
戻
っ
た
。

　
今
回
の
震
災
で
日
立
化
成

工
業
は
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

原
料
の
カ
ー
ボ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

を
製
造
す
る
茨
城
県
日
立
市

の
山
崎
事
業
所
と
、
ブ
ラ
シ

加
工
を
行
う
福
島
県
浪
江
町

に
あ
る
子
会
社
の
浪
江
日
立

化
成
工
業
が
被
災
し
た
。
浪

江
日
立
化
成
工
業
は
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径

以
内
の
避
難
指
示
地

域
に
位
置
し
、
現
場
に
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
、
復
旧
の
め
ど
が
立

っ
て
い
な
い
。

　
現
在
も
同
業
他
社
数
社
は

引
き
続
き
加
工
業
務
を
担

当
。
日
立
化
成
工
業
が
加
工

済
み
の
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
供
給
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
立
化
成
工
業

は
浪
江
日
立
化
成
工
業
と
は

別
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
ど
こ

か
で
加
工
業
務
を
行
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
柔
軟
な
動
き
で
被
災
に
よ

る
供
給
量
の
減
少
に
対
応
し

て
い
る
。

　
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
が

年
５
、
６
月
に
実
施
し
た
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

東
日
本
大
震
災
で
全
国
の
主

要
製
造
業
の
４
社
に
１
社
の

割
合
で
工
場
が
被
災
し
た
。

被
災
工
場
の
う
ち
、
４
割
超

の
工
場
が
全
部
停
止
し
て
し

ま
っ
た
。
全
部
ま
た
は
一
部

停
止
し
た
企
業
の
う
ち
、
現

在
地
で
生
産
再
開
す
る

再

開
予
定
を
含
む

と
し
た
企

業
は
９
割
超
を
占
め
て
い

る
。
生
産
再
開
の
時
期
で
は

５
割
超
が

年
３
月
に
再

開
。
再
開
見
込
み
と
回
答
し

た
と
こ
ろ
は
す
べ
て
年
内
で

あ
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

が
多
い
。
被
災
地
の
企
業
も

事
業
を
つ
な
ぎ
、
再
生
を

目
指
し
て
い
る
。

　

　

６
月
、
震
災
後
に
高
砂
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
初
出

航
と
な
っ
た
近
海
郵
船
物
流

の
コ
ン
テ
ナ
船

宮
城
県

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ９月１日 木曜日 　　


